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湿原再生小委員会は､全体構想の目標のうち､｢湿原生態系の質的量的回復｣について検討を行っている｡

1-1.湿原再生小委員会の位置付け
1.幌呂地区の湿原再生目標の概要
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1-2.幌呂地区のエリア区分 第4回湿原再生小委員会での議論内容

区域 改変の内容
地下水位低下
の影響の程度

幌呂川の切り替え、排水路網
の整備、表土の改変

大

幌呂川の切り替え、排水路網
の整備

中

幌呂川の切り替え、1号支線
排水路の整備

中～小

幌呂川の切り替え、 小

A

B

C

D

旧
幌
呂
川

湿原再生区域湿原再生区域

A

幌呂地区のエリア区分図

B

雪裡川
幌呂川

DC

1号支線排水路

第4回湿原再生小委員会(平成20年3月3日開催)において、幌呂地区のエリア区分を行い、
『ワンランク上』の湿原を各エリアのリファレンスサイト(目標)として設定した。

【幌呂地区の湿原再生の考え方】

・影響の程度が小さい『ワンランク上』の湿原を

再生の目標像として取り組んでいく。

【リファレンスサイトの設定】

・ のリファレンスサイトを とする。

・ のリファレンスサイトを とする。

・ のリファレンスサイトを とする。

A B

CB

C D
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1-3.幌呂地区の湿原再生目標 第4回湿原再生小委員会での議論内容

全体構想の「湿原生態系と希少野生生物の

生息･生育環境の保全･再生」に関する目標

・良好な湿原の保全

・湿原の希少な野生生物の生息環境の保全･復元

・湿原周辺の未利用地等の回復･復元

第4回湿原再生小委員会(平成20年3月3日開催)において､幌呂地区湿原再生事業の目標を｢湿原面積
の回復｣､｢湿原植生の回復｣､｢湿原景観の復元｣と設定した。

幌呂地区湿原再生事業の目標

台地から湿原までの間の湿原移行帯から
なる湿原環境の再現

高層湿原や赤沼、池塘等、周辺湿原を含む
地下水、表流水など良好な水環境の回復

【幌呂地区の湿原再生目標】

幌呂地区の課題と全体構想の
目標を踏まえて目標を設定

目
標

湿原面積の回復

湿原景観の復元

湿原植生の回復

地下水位の低下冠水頻度の減少

幌呂地区の課題

課
題

湿原面積の減少(湿原→農地)

湿原景観の喪失

生産性の高い酪農経営の実現を目指

し、1970年代から80年代にかけて各種

土地改良事業が実施され、農地造成や

排水路整備などの生産基盤の整備が図

られた。

その結果、湿原の保全という観点か

ら見て、下図の現象や課題が生じた。

湿原植生の変容(ヨシ→ハンノキ林)

現
象

- 4 -


